
鉛の食品健康影響評価の考え方 
                                              

           
                                            

   
               
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              
 
 
 
 
 
  

               
 
 
 

 

 
ヒトの経口曝
露を基に耐容
摂取量の設定 
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資料１ 

IARC でヒトに対する発がん性を示す証拠は限定的と評価 

神経行動学的発達     
・ PbB10μg/100ml を超えると有害な影響 
・ PbB と神経行動学的指標の間に用量-反応関係に閾値がない 
・ PbB10μg/100ml 以下で IQ が低下 
末梢神経機能 
・ 神経伝導速度低下をもたらす PbB の閾値は 20～30μg/100ml 
・ PbB 6～18μg/100ml の上昇により全領域で 2dB の聴力が損失  
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心血管系  ：十分な結論が得られていない。 
血液・造血系：赤血球プロトポルフィリン濃度の有意な上昇 

（成人男性）PbB30～40μg/100ml 以上 
（成人女性・小児）PbB20～30μg/100ml 以上 

腎臓    ：成人で PbB40μg/100ml 以上で有害な影響 
内分泌系  ：相反する知見があり、知見も不十分 
免疫系   ：知見が不十分 
生殖    ：（男性）PbB40μg/100ml 以上で精子に対し有害な影響

（女性）知見が不十分 
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中枢神経機能 
・PbB が 30μg/100ml を超えると高次神経機能が障害 
末梢神経機能 
・PbB が 30μg/100ml を超えると正中神経の知覚神経伝導速度が低下 

※ PbB： 血中鉛濃度 
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